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第３回香南市総合教育会議 議事録 

 

１．開催日時 平成２８年２月１６日（火）午前９時～１０時４５分 

 

２．開催場所 夜須中央公民館 ２階 大研修室 

 

３．議題 

（１）岸本小学校の今後について 

（２）香南市教育振興基本計画の中間見直しについて 

（３）その他 

 

４．出席委員 

教育委員長  清藤 好弘 

教育委員   長﨑 健二 

教育委員   山本 眞二 

教育委員   大谷 美保 

教育長    安岡 多實男 

香南市長   清藤 真司 

 

５．説明のため出席した者の職氏名 

副市長         野中 明和 

教育次長        田内 基久 

学校教育課長      入野  博 

生涯学習課長      近森 孝章 

こども課長       長野 恵子 

企画財政課長      田内 修二 

学校教育課参事兼指導監 関田 昭博 

学校教育課課長補佐   吉岡 園枝 

 

６．事務局職員の職氏名 

総務課長   小松 謙介 

 

７．傍聴者    ６名 

 

８．議事の経過の概要 次のとおり
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○小松総務課長  

おはようございます。山本委員さんがちょっと時間を間違われていたようで、今、

野市からこちらに向かわれておるようでございます。 

定刻を過ぎましたので、第３回総合教育会議を開会いたします。 

それではまず開会に当たりまして、清藤市長より開会の挨拶を申し上げます。 

 

○清藤市長 

皆さん、おはようございます。第３回香南市総合教育会議を開催したいと思います。 

日頃は、教育委員の皆さんには香南市教育行政にご協力いただき、またご尽力いた

だきまして、感謝、御礼を申し上げたいと思います。 

さて、年度末にもなってきました。色んなことで色々と事務的なことも忙しくなっ

てまいりましたが、本日の総合教育会議の議題はお手元の資料にもありますように、

「岸本小学校の今後について」と、「香南市教育振興基本計画の中間見直しについて」

でございます。 

活発な議論・協議をする中で、より良い香南市の教育環境を作っていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○小松総務課長 

 それでは早速議事の方に移らせていただきます。 

まず、「岸本小学校の今後について」でございますが、これにつきましては教育長よ

り概要の説明をお願いいたします。 

 

○安岡教育長 

 岸本小学校の今後につきまして、教育委員会から市長に「提言」という形でさせて

いただきました。未来に向かって生きる子ども達のためにという副題のもとに、教育

委員会として提言をまとめさせていただきました。それでは、もう読んでおられてい

ると思いますが、なお確認のために一度簡単に内容の概要をご説明したいと思います。 

提言につきましては、大きく６項目からなっておりまして、別冊としてそれを補う

資料編がございます。その６項目で、最初の項目「はじめに」とありますが、これは

教育をめぐる社会情勢の中から東日本大震災の教訓、そして少子高齢化の進展と地方

創生、また国際化の中で子ども達につけるべき力、この３点について、「はじめに」の

ところで述べさせていただいております。 

２項目が「岸本小学校の状況について」３点ふれております。 

まず１点、岸本小学校の歴史につきまして、在籍生徒数の推移であったり、取り組

んできた教育に関する研究開発実績、あるいはスポーツに関する輝かしい活躍と受賞

した功績、特認校指定と複式学級の開始、岸本地区が生み育ててきたと言いましょう

か、岸本地区が生んできた偉人等々のことが書いてございます。 

２点目も岸本小学校の最近の取り組みといたしましては、小規模校、複式学級にお

けます「知・徳・体」の育成についての実践、あるいは防災教育、そして地域と学校

の協働等についての成果と課題を述べております。 



- 3 - 

 

３点目に今後の児童数の見通しを書いてございます。 

３項目目といたしまして、この１年間に実施をしてまいりました説明会あるいは合

同協議、あるいは合同学習会についてその経過を述べてございます。 

４項目目にはその説明会や合同会議で出されました主な意見としてまとめて書いて

ございますが、詳しくは資料編の方を見ていただきますと、全て詳しく載せてござい

ます。 

５項目目に、以上のような内容を教育委員会で検討した結果について、教育委員会

の見解とその理由を書いてございます。ここはちょっと読んでみたいと思います。９

ページをご覧いただきたいと思います。 

まず結論からですけれども、「岸本小学校は香我美小学校と統合するべきである」と

いうのが教育委員会の結論です。 

その理由は、学校は子どもの命を預かっている施設であり、その保護を最優先しな

ければならないことから、発生が確実視されている南海トラフ巨大地震に備えるため

の安全策を講じることは教育委員会の責務である。どこにいても危険だという意見も

あったが、岸本小学校と香我美小学校では、地震・津波に対する安全性に大きな差が

あるのは誰もが認識している。液状化の可能性を説明した時には、「岸本小学校にいて

は助からないということか」と問われたが、安政の大地震の状況から書き始めた岸本

郷の河村家に残る大変記には、液状化現象が明記されているし、高知大学の岡村眞特

任教授を招いての合同学習会でも、雨の多い時期、地下水が上がっているときに地震

が起これば可能性が高いと指摘されています。岡村教授は地震地質学者で高知県の防

災アドバイザーであり、岸本小学校の防災教育にも深く関わっていただいている。 

次に岸本小学校は少人数ならではの優れた実践を行うべく、懸命の工夫と努力をし

ているが、来年度からは複式学級が２学級となり、ここ数年のうちに完全複式の学校

になることは避けられない。急速な社会変化が進む現在、子ども自らが課題を見つけ、

より良く解決するための思考力・判断力・表現力を身につけることと、自他の個性を

認め合うとともに自尊感情を高めていく力が求められている。そのためにも子どもの

社会性を伸ばし、その持てる能力を最大限に引き出す中で、子どもの可能性を高め、

未来に生きる力を育てることは学校・家庭・地域にとって重要な責務である。 

以上の観点から、香南市教育委員会では、学校という組織には一定人数以上の児童

集団と指導する教職員が必要であると考え、あまりにも少ない集団では自分の優れた

特性に気付かなかったり、自信が持てなかったりすることが懸念される。 

また、学校あっての地域、地域あっての学校のはずだという意見もいただいた。確

かにそのとおりであるし、香南市教育振興基本計画でも保幼小中・家庭・地域の連携

を重要な柱に据えている。しかし、集落ごとに学校があるわけではなく、学校にとっ

ては校区全てが地域である。これまでの岸本小学校への地域の方々の協力は、統合後

も子ども達の健やかな成長のために継続していただけるものと期待をしている。 

文部科学省が適正規模にむけての校区再編・統合について手引書で、保護者や地域

の意見も十分に聴き、丁寧な論議が大切であると示している。説明会において保護者

や地域の方々からご意見やご質問をたくさんいただいた。その想いは真摯に受け止め

た上でである。文部科学省の手引書には地震・津波による命の危険性は考慮されてい
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ないが、市教委としては命を最優先するべきだと判断した。また、同手引書にはおお

むね複式学級が存在する学校規模では、学校全体の児童数や指導方法にもよるが、一

般に教育上の課題が極めて大きいため、学校統合等により適正規模に近づけることの

適否を速やかに検討する必要があると示されている。地域が寂れる心配が反対の中心

的な意見であるが、これは教育委員会だけでは応えられない。地方創生とも関わって、

地域の核としての学校の存在もその意義と重要性が唱えられている。しかし、教育環

境や命を守ることを考えれば統合はやむを得ず、岸本地区の活性化については全庁的

に考えて行くべきである。説明・協議の中で、統合に向けてスクールバス等の多くの

要望も出された。こうした要望については、統合の最終的な決定がされてから、保護

者等々と一つひとつ話し合って決めていくことが最善であると考えたという理由を書

かせていただいております。 

最後に「おわりに」という項目では、教育委員会の思いを述べさせてただいており

ます。そこも少し読ませていただきたいと思います。 

「おわりに」のところでは、学校の存在は立地している地域の住民にとって心理的

にも物理的にも、また地域社会の運営的にも大きな意味を持っており、学校がなくな

ることへの住民の不安とやるせなさをひしひしと感じている。「学校は誰のものか」と

問われると、住民全てのものと答えざるを得ない。しかし、究極的に考えれば、学校

は子どものものである。子どもをより良く育てるために設けられたものが学校である。

あわせて地域住民が学校に協力することを通じて、必然的に住民同士の絆が生まれる

とともに、子どもの育ちに関わることを共有することが高齢者も含めた生きがいにも

つながっていく。 

香南市教育委員会は、東日本大震災における石巻市立大川小学校の悲劇を二度と繰

り返してはならないと決意しているし、釜石の奇跡と賞賛されている防災教育につい

て、釜石市の教育長が言った「多くの命を救ったと称えられているが、３人の子ども

が犠牲になった。そのことが悔しい」という子どもの命を思う姿勢を決して忘れては

ならないと思っている。 

また、未来を生き抜き、未来を託す子ども達の教育内容や教育環境、条件整備は最

善を尽くしていくことが責務であると捉えている。説明会や協議を通して反対の意見

を述べていただいた皆様にも、統合に向けての条件整備等の話し合いを通して、理解

していただけるよう努力していく所存です。 

以上が提言を簡単に振り返りますと、そのようになります。色々とご質問をお願い

します。 

 

○小松総務課長 

 ありがとうございました。 

岸本小学校の今後につきまして、教育委員会の考え方についてご説明をいただきま

した。それでは、これにつきましての意見交換に入りたいと思いますけれども、まず

市長の方から質問等ございましたらお願いします。 
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○清藤市長 

先程教育長から岸本小学校の今後ということで提言書の要旨をお話いただきました。

せっかくの機会でございますので、各委員さんにも意見など色々とあろうかと思いま

すので、ぜひ意見を出していただきたいと思います。 

ちょっとその前にいくつか確認をさせていただきたいと思います。ちょっと質問さ

せていただきたいと思います、何点か。８点くらいあるんですけど。ます最初に３ペ

ージの１０行目くらいにありますが、平成１３年以来複式学級が始まったと。これは

その後ずっと複式学級なんでしょうか。 

 

○安岡教育長 

そうじゃない時もあったんじゃないかな。ちょっとまた確認しておきます。 

 

○清藤市長 

それと５ページですが、２行目から指定事業等をやった中での課題等と言いますか、

出ておりますが、２行目から１０行目ほど。少人数の場合に、多人数を前に自己表現

をすることが苦手な児童が多く、積極的に自己開示する力が弱いと感じる。あるいは

今の校長先生が道徳教育の研究を通して「児童は『最後には先生を教えてくれる』、あ

るいは『先生はどの答えを求めているのだろうか』という受け身の現実を知った」と。

「自ら学び、自らの疑問・課題を解明克服していくというこれから求められる学びの

姿を教師が意識して授業に臨む必要性をこの指定研究で思い知らされた」という。そ

の下には少人数云々があり、校長の機関誌の一文にもあるんですが、これは岸本小学

校の教員の方々は、やっぱり皆さん同じ意見なんですかね。 

 

○安岡教育長 

校長がこうしてまとめるということは、職員会等でそういう協議をした上でのこと

だろうし、また現在うちの教育委員会の事務局の方に研究生も来ておりますが、岸本

小学校で長年勤務した者がおります。そうした話もここには載せてございませんけれ

ども、同じような感想を持っておりました。 

 

○清藤市長 

岸本小学校の今後の見通しですけど、今児童数は合計４７名 。これが３年経って、

資料の４ページを見ているんですけど、資料４ページの上の人数で言ったら、１０人

くらい減るわけですね、３年後くらいは。 

 

○安岡教育長 

 減ってると思います。資料の方に載っていると思います。 

 

○長﨑教育委員 

 資料は、左が現在の学校の学年別の人数、右は５歳児から０歳ですので、住基での

人数です。若干入学時には変更があるかも分かりませんが。 



- 6 - 

 

○清藤市長 

じゃあ若干変更があるかもしれんけど、大体これぐらいということですか。 

 

○長﨑教育委員 

そうですね。 

 

○清藤市長 

それと、小規模特認校制度で、最近１０年間で１２名の方が入学・転入したと。平

成２４年以降はないですか。要は、東日本大震災があって、それ以前と以降とで数字

が変わったかどうかということです。 

 

○安岡教育長 

３ページにございます。平成２０年、２１年は０名でしたけれども、１名若しくは

多い時でも３名くらいであったと思います。 

 

○清藤市長 

分かりました。 

それと、昨年から何回かずっと住民説明会を開催されており、お疲れ様でした。 

７ページの説明会・協議における主な意見の中で、今の岸本小のＰＴＡの総会等へ

何回か出て、そのご意見というのはあるんですけれど、今の香我美おれんじ保育所・

香我美幼稚園の園児の親御さん等々のご意見というのはどうでしょうか。 

 

○安岡教育長 

役員会等でお話をした時には、特にご意見はありませんでした。 

そして、園長先生から、保護者が迎えに行ったり、送って来たりしますので、その

時に聞いていただいた話では、反対の意見はないと言うよりも、かえって積極的に香

我美小学校の方が安心できるというご意見の方が多いということは聞いております。 

ただ、合同協議等では保護者の方も呼びかけをしてございますので、どの方が保護

者かということは明確には分かりません。 

 

○清藤市長 

保育園と幼稚園の保護者で会をやって、その中で岸本地区の子どもの保護者かどう

かは分からんないということですか。 

 

○安岡教育長 

いや、そうではなくて。合同協議会の時には、岸本地区の保育園、幼稚園の保護者

にも保育園・幼稚園を通してご案内をさせていただきました。受付名簿は、保護者の

名前だけですので、どの程度参加されて、どの方が小学校で、どの方が保育園、幼稚

園という形はちょっとようつかんでおりません。 
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○清藤市長 

それと８ページにありますが、色々説明会・協議会における反対者の主な意見の中

でちょっと意味がよくつかめないところがあります。 

丸が４つあって、３つ目で「スクールバスの通学では子どもと地域のつながりが薄

くなるが、それで地域を愛する子どもを育てることができるのか」という。これはス

クールバスでの通学やったら地域との繋がりが薄い、スクールバスやなかったら濃い

ということ、これはどういう意味ですか。 

 

○長﨑教育委員 

今でしたら岸本小学校に歩いて行っていますので、地域の人がよく「おはよう」と

か「お帰り」だとか声をかけて見守ってくれゆうということです。スクールバスで行

ったらそういうのがなくなる。 

 

○清藤市長 

バスでずっと行ってということですか。 

次に、「学校には子どもは８時間しかいない。多くの時間は家庭や地域にいるので、

統合しても安全とは言えない」というのは、これは。 

 

○安岡教育長 

これは１日２４時間あるので、そのうち学校があるのが８時間だと。あとの３分の

２は家庭とか地域におるがやないかと。だから８時間だけ安全な所に行っても、子ど

も達が安全だとは言い切れないというご意見です。 

 

○清藤市長 

親にとってみたら夜とか子どもと一緒におる時間よりも、子どもと一緒じゃない、

子どもが自分と離れた時に、その時の危険性を一番心配しますね、そりゃあ。 

 

○安岡教育長 

説明会の中で、この意見は何度も出ました。何回も説明はした上です。 

つまり８時間とはいえ、やはり安全な所で勉強しておれば、保護者の方も安心して

働けるし、そして何よりもいざその時には保護者の方も自分の命を守るために逃げる

ことができる。子どものことが心配でも家に帰ることはできない。子どもは安全な所

におるからということで、自分自身の命を守ることができる。 

それから、香我美小学校と保育・幼稚園は隣接しております。岸本小学校と保育園・

幼稚園は離れて別々にある。いざその時にその間ずっと離ればなれになっているより

も、安全・安心な所で、同じ場所に子ども達がおれば、保護者の方も連絡が取りやす

くなるし、安心できるのではないかといった形をずっと説明してきました。 

 

○長﨑委員 

賛成者の意見の最後に、今教育長が言ったようなご意見があります。 
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○清藤市長 

保護者心理としてはそうですよね。分かりました。他に委員さんの方でご意見があ

りましたらお願いします。 

 

○山本委員 

先程からずっと出ておりますことですが、中には子どもの安全だけを取り出して考

えるのは反対だというような意見もあったり、先程も出ておりましたように、親御さ

んの近くにいることが安全だというような意見もありました。 

地域にはそのようなご意見もあるようですけれども、やはり教育委員会としての見

解は提言書のとおりです。我々としては、子ども達が直接津波の心配がない所にいる

時間帯が長いだけ、特に親は昼間子どもを置いて働きに行きますのでそういう時間帯

を、安心をして働ける、それが非常に大きいということです。 

それから、子どもの安全のために慌てて帰らなければならない。そんな状況が、通

学年令にあるお子さんを抱えている親御さんは常にそういう心配がある。ということ

も、全体として、今は、このように進んでいく方が本当に、幸せのために一番良いと

考えております。 

 

○長﨑委員 

この提言にもありますように、そして先程教育長の方からも説明がありましたよう

に、説明会や合同協議で色々意見はありましたけど、意見の主な相違点につきまして

は、基本的な考え方の軸足を「子ども達の教育と安全に置くのか」、「地域の活性化に

置くのか」ということで、賛成・反対の意見に分かれていたというように感じており

ます。どちらの意見も、一方を考えていかないというわけではありませんが、よりど

ちらに軸足を置いていくかということだというように思います。 

学校の統合と町の活性化は、基本的には別々に考えていくものではないかというよ

うに思っております。確かに学校あっての地域、地域あっての学校とのご意見もいた

だいておりますが、先程教育長の方からの説明にもありましたように、学校にとって

は校区が全て地域でありますので、統合すると香我美小学校区が地域となるわけです

ので、地域の学校ということで、他の地区と同様、今まで以上に子ども達の健やかな

成長のためにご支援・ご協力をお願いしたいというふうに思っております。 

ご意見にもありましたように、学校に子ども達がいるのは８時間でありまして、土

日夜間を含め多くの時間を家庭や地域にいるわけですので、家庭や地域の力が大切に

なってくるんじゃないかと思っています｡また、防災対策面においても同じことが言え

るのではないかと思っております。 

教育委員会としては、子ども達の安全面や教育環境等のためには最善を尽くすとい

う立場で提言をしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。提言をしたか

らこれで終わりということではなくて、当然説明会や協議会で出された質問やご意見

については真摯に受け止めて、教育委員会で取り組むべきことは取り組まなくてはな

らないというふうに思いますし、また学校統合に向けての検討委員会等での決定につ

いては、広報等でＱ＆Ａなどで周知するようにしていかなければならないというよう
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に思っております。 

以上です。 

 

○小松総務課長 

分かりました。委員の方は他に何かございますか。 

 

○清藤教育委員長 

話をする中で出てきたのが、子どもばかりの安全をと言うて、地域に残っている高

齢者とかはそのままでいいのかというような極端な意見も出てきました。 

実を言うと、何年か前に香我美幼稚園に行きゆう保護者から、ぜひ子どもは香我美

小学校へ行かせてもらいたい、何とかならんかというような話も出てきました。現状

やったら住所を変えるしかないよっていう返事をしておりますが、今までに二人ぐら

い私の方に相談に来てくれた人がおりました。せっかく幼稚園で仲良くなっちゅうに、

小学校で分かれんといかんかやというような、そのような相談も今までにあっており

ます。 

それと、会の中で、香我美小学校を特認校にして、子どもがどっちでも選択できる

ようにしたらというような意見も出てまいりましたけど、私達はそれはできないとい

うようなことで、そんなような話も出ております。 

それと、委員会は３年先ということやけど、今からでもやってもろうたらえいとい

うような話も聞いております。その中で来年からじゃなしに、今度の新１年生からで

もというような話も一部出てきておりました。 

 

○大谷委員 

岸本小学校の問題にずっと皆さんと一緒に関わってきたんですけれども、私はどっ

ちかって言うと命を守りたいっていうその想いで賛成をしてきました。 

複式学級の話が出ていないので、私は、少しその事について発言させて頂きます。

私は、デメリットばかりとは思っていません。委員さん方もみんな両方あると思って

います。 

少人数だったらすごく目が行き届いて良いなあと、私は個人的にはお母さんでいる

時はずっと思っていたんですが。実は去年と今年だったかな、学校訪問で実際に複式

学級のクラスを見る機会に恵まれました。先生はすごく良くやっておられて、力のあ

る先生だったし、私もよく存じ上げている力のある先生なんですけど、正直やっぱり

本当に大変だなという印象を受けました。全部岸本だったわけじゃないんですけど、

１つは岸本小学校、もう一つは別の小学校で。 

その時に、そのうちの１つのクラスで国語をやっていたんですが、やっぱり１つの

学年に話し合いをさせていて、もう１つの学年に本読みをさせていてということがあ

りました。話し合いがどんどん進んでいって、さらにさらにというところで、仮に本

読みが終わったとすると、子ども達はもっと話し合いたい、そして先生もそれをもっ

と話し合わせて、それを引き出して何かしたいという時に、やっぱりそこで中断して

しまうんですよね。隣の学年がざわざわしだすので、どうしても。 
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やっぱりそういうのを見た時に、１つのことをぐっと話し合うとか、１つのことを

やり込む、友達と一緒にやり込む、そして先生を巻き込んでやり込むということが途

中で途切れるのってすごく不利だなって感じました。やっぱりできればやり込みたい

時はやり込める環境がいつもあるっていうのは、子ども達にとって、とても重要なこ

とではないかなというのを実際に訪問してみて感じました。 

今、世の中に出た時に「他者を認める」とか「人の意見を聴く」、そして実際に「自

分の意見を発していく」、違う意見があった時も感情的になるのではなく、人の意見も

聴きながら自分の意見も発信し、お互いを尊重しながら接点を見つけていくっていう、

そういうことを世の中にすごく求められていますよね。その訓練っていうのが小学校

１年生の、６歳の段階から始まると思うんですけれども、１５歳になるまでの義務教

育として私達行政が提供していく授業というものが、どの保護者にとってもすごく大

事なことじゃないかなってすごく感じたんですね。 

複式学級が絶対いけない、あるいは、デメリットばかりとは思っていなかったんで

すけれども、やっぱり実際にそういう授業を見ると、１つ、学年とかクラスで何かこ

うやり込むっていう、そういう経験はやっぱり多い方がいいんじゃないかなというよ

うなことを思いました。複式学級については、とっても保護者目線なんですけれども、

そういうふうに感じました。 

岸本小学校に関しても、私はやっぱり色んな意見をいただき、最初は反対の意見ば

っかりを聞いていたので、自分が足を運んで、実際に賛成しているお母さん、お父さ

んの意見を聞いた時には「ああ、賛成者もいたのか」と思ってすごくほっとしました。

あんまり反対やったら、これはもうやめるしかないのかなと思っていました。私も行

政に関わったことがないし、もう「普通のお母さんできていたのが、こんなことに巻

き込まれて」じゃないですけど、本当になんかそんな想いでおりました。立て看板で

「教育委員会横暴」とかって書かれているのを見た時にはすごくもう心が痛くって、

そんな悪いことをしゆうがやろうかって思うぐらいすごく悲しかったんですけど、実

際に反対の意見じゃなくて、結構賛成の意見があるということが心強かったです。 

やっぱり反対している人達の中には、「あそこもここも危険じゃ」っていう意見があ

りました。確かにそうだと思っています。私は、岸本小学校の子ども達が香我美小学

校に行ったら１００％安心・安全で、命を完璧に守れるとは思っていないんですね。

やっぱり危険だっていう、地震が起こるっていう確率っていうのはどこにいてもある

ので。ただ、より安全より安心ということを考えた時には、やっぱり沿岸ですぐ津波

がくる所よりはできるだけ離れた、そして行政としては、より安心、より安全に教育

を施すというのは大前提ではないかなと思っております。やっぱり全ての子ども達に

安心して授業を受けてもらうっていうのは、子どもにとっても必要な教育だろうし。 

「委員会は津波のことばっかり。地震は起こるんだし、地震の方を心配しているん

だ。津波は時間を与えてくれる」っていう意見があったんですけれども、私はそうい

う悠長なことを言っていて良いのかなという気持ちがすごくその時にありました。ど

んなに訓練していても、実際に地震が起こったらやっぱり訓練どおりにはいかないだ

ろうし、パニックになるだろうし、ましてや子ども達は小さいので、本当に全部自分

で判断しなさいっていうのがなかなかそうはいかない。低学年の子もいます。そして
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中には、体の不自由な子もいるだろうし、色んな状況を持った子ども達もいます。津

波は時間を与えてくれるなんて悠長なことを言っている場合じゃなくて、そういう子

ども達を本当に守っていかなければならないんですね。色んな物が崩れた下とかを。

避難訓練はやっぱり平らな所を移動して行くので、それなりの時間を確保できたり短

縮できたりするんでしょうけれども、実際になったらどうかなっていうそういう心配

もあります。 

やっぱり子ども達の何に軸を置くかって言うと、委員会としては子ども達の命を守

る、そのことを軸に置いて色んなことを考えていく。本当に、地元の人達が学校がな

くなって寂しくなるっていう気持ちはすごくよく分かります。特にお年寄りが多い町

なんで、子ども達の声が聞こえなくなるのは寂しいだろうし、なんとも言えないやる

せない気持ちになるんだろうと思うんですけれども。やっぱりまずは子ども達の安全

なそういう活動を考えてもらいたいし、まちづくりっていうことに関しては、行政が

中心となってやっていってもらわないといけないことだし。 

たった８時間って言うけど、その８時間をどう安全に過ごすかっていうのが私達も

選択していかなければならないコンセプトだと思うんですね。子ども達は８時間おっ

たら土日とか長い夏休みとかは地元に帰って、おうちに帰る。そこで子ども達と触れ

合う。夏休みなんかは特に実際に親御さんが働きに出て、一人で過ごさんといかんよ

うな子もおりますので、そういう子ども達に関わっていただいて、地元を活性化して

いく方法もあると思います。だから、やっぱり全ての子ども達に安心安全な教育を提

供していく、そこにしっかりと軸を置いていきたいと思います。 

 

○清藤市長 

この会が始まって委員の皆さんから色んなご意見もあったし、去年の４月からのＰ

ＴＡや地域の皆さんとの説明会等様々な意見があったと思います。 

軸足という話も出ておりましたけれども、人というのはそれぞれの立場で考え方も

違うところがございますし、どれがどうということでもないと思います。そんな中で

どう言いますか、こういう総合教育会議を始めるにあたっての、自身も教育の専門家

ではありませんが、子どものことを色々考えて、学校も含めて考えた時に何を主に置

くかということは、それが子どもにとってプラスなのかどうなのか、より良い教育環

境も安全もひっくるめて全て子どもとってより良いことのなのかということをじっく

り考えなければならない。自分は市長として考えなければいけないと。そんなに思っ

ています。 

行政の中でこんなことがありましてね。例えば、香南市は合併しましたよね、平成

１８年に。その時に合併に賛成か反対か、これは色んな意見があって、自分は当時町

長やったけど、もう色んなことを考えんといかん。結構孤独なんです。近隣の市長と

色々話をしたり、そんなことが結構参考になったりするんですけれど。 

例えば合併をせんかったら水道料金が上がる。合併をしたら上がらん。だから合併

賛成ですよという人がおったとしたら、この意見は間違いか正しいか。これは間違い

じゃないんです。その人はその意見だし、その人はそれで。色んな考えもあると思う

んです。 
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ただ本当に学校統合とかいうことになりますと、やっぱりどこの自治体でも本当に

色々大変なことで、特に岸本は、この提言書を見て、自分はあまり歴史を知らんかっ

たんですけど、かつては３３０人ぐらい子どもさんがおったということですし、他の

香我美町の地区が統合になったけど、岸本はずっとそのままということもあるし。 

一昨年は運動会に自分も行ったんですけど、生徒と地元の人が一緒になって、それ

が何の違和感もなく自然と一緒になってやっておりました。それも見て、これから地

域の地元の人でこういう話が出た時に反対が起こらんこと自体がおかしい。反対が起

こってこれは当然のことでございます。 

ただ、軸足という話もありますし、地域の活性化にとって学校は不可欠なものでは

あるけれども、子どもにとってプラスかどうかを行政として一番に考えなければなら

ないというふうに自分は思います。 

大谷さんと一緒で、自分もどっちかと言うと保護者目線です。中２の娘もいますの

で。上は二十歳の息子なんで、これから地震があってどうこうしたら息子に守っても

らわんといかんくらいに思っておりますけれども。ただやっぱり、保護者というのは

子どもが自分といない時が一番不安なので、自分といない時にその子どもがどういう

環境にいるかということは、非常に大きいことなんじゃないかというふうに思います。

自分もやっぱり考えますもん。自分とおらん時に今どこにおって、地震がきたらどう

なるんだろうなということを、やっぱり。これは、やっぱりすごく大きいことなんじ

ゃないかなと思います。 

それと、先程質問で最初に言った５ページがこれがすごく気になるんですけれども、

５ページへ。 

さっきもちょっと複式学級の話が出ましたけれども、教育のレベルとかということ

ではないと私も思うんですけれども、かつてこんなことがございました。高知県で「創

知の森」という構想がありまして、創造の創るの「創」で、これに知力の「知」で「創

知の森」ですけど。芸西の和食村、和食ダムの近隣にダムを工事することと一緒に、

そこに高齢者の木造平屋建ての住宅とその横に学校、この学校はイギリスのように寄

宿舎学校で、言うなればウイークデイは学校で、週末は家に帰る。高知県でもいろん

な小規模校と言うか、複式学級をやっているそんな学校を、言葉で言えば統合になる

わけですけれども。その時に学力を育てと、少ない人数の中で、学び舎でおった時と、

１学年例えば３０人、５０人の子どもの中でおった時とやっぱり違うんですね。そう

いう構想があったんですけれども。ちょっとそれはある用地を民間事業者が購入して

そんなこともあったりして。高知大学の岡村学長は、香南市民ですよね、今。香南市

在住ですが、岡村先生が唱えて高知県が研究して、それと自治体である夜須町と芸西

村が一緒になって研究したことがあったんですけど。それは複式学級の是非というの

がありましてですね。学力もそう、それから３０人、５０人の仲間というか同学年の

子どもといる場合と、そういった子どもがいない場合と、これが果たして将来という

ようなこともございまして、自分も何だかよく分からん部分があるんですが。 

５ページを見た時にまず自然と、岸本小学校では子どものちょっと特色なんかがあ

れば気になるところです。今日は提言もいただいて、また色々皆さんのご意見もいた

だきましたので、これを参考にもしながら、また市長部局の方でも検討したいと思い
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ます。色んな地域づくり等関係する部署とも、また第三者と言いますか、庁外の方を

交えたような第三者機関からご意見をいただくというようなことも考えていきたいと

思っております。そんなことを、市長部局としても今後早急にそんな会を作りたいと

思います。 

 

○安岡教育長 

学級数が複式学級になった場合、学級数が減ります。通常の学級数によって、教員

の配置が決まります。状況によっては養護教諭とか、教頭の配置とかいったことにも

影響があるわけです。高知県にもたくさんの複式学級があります。それは、メリット・

デメリットもございます、先程から言っているように。ただ、多くの学校がその複式

を解消したいという気持ちだと思います。なぜか。 

例えば理科、２つの学年が同じ部屋で実験するというと、これは難しい。片方は実

験し、片方は話さんといかん。ですから、よく理科の授業には教頭が入って別々にす

るとか、あるいは教頭が学級担任をしながら教頭事務をする。そして、複式学級を解

消するといったような様々な取り組みが行われているわけです。 

一方、通常学級の中でも最近学力の二極化といったことがありまして、そうした学

力の高い子どもと苦手な子どもと、その子を両方を 1 つの学級として力をつけていく

ためには、複式的な考え方を持った授業姿勢でなければいけないという視点もござい

ます。 

けれども、この提言の方にも書かせていただきましたが、この特認校制度を導入し

たのは、これはもう合併前の話なんですけれども、やっぱり複式学級を解消したいと

いう気持ちの中からこの特認校制度が持ち込まれているというのは、事実だと思いま

す。 

その中で先生方が懸命に頑張っておられますけれども、来年から複式が２学級にな

りますので、教員が減ります。減った時に、先生方も病気になることがあります。あ

るいは義務的な悉皆研修等もございます。あるいは複式学級についてさらに研修をせ

ないかんという気持ちもございますし、そうした場合に出張あるいは年休が重なった

場合は、教頭も校長も学級に入らんといかんというような状況の中で、職員室は誰も

いないといったような形。そうした教員が減るというようなデメリットもございます

ので。 

なお、来年度につきましては、香我美中学校区、香我美小学校、岸本小学校で県の

指定を１つ取りまして、加配教員が２名配置されます。そういう中で香我美小学校に

入った先生が岸本小学校にも行く、香我美中学校へも行く。それで、香我美中学校に

入った先生が香我美小学校へも岸本小学校へも行くことができます。週５日の中で２

日間は岸本小学校へ誰か先生が入っていただけるというような状況を何とか生み出し

てきております。 

ただ、教員が減るということは大きなデメリットになろうかと思いますので、それ

をちょっと付け加えておきたいと思います。 
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○清藤市長 

教育長、教職員の多忙化があるじゃないですか、この間も議会でも出てましたけれ

ども。これなんかは、複式の場合どうなんですか。 

 

○安岡教育長 

複式の場合は、その学級担任が２学年分の教材の準備をしなければならない、試験

の準備をしなければならないという、そういう多忙さはあります。夜遅くまで準備を

されておるといったようなことも教員の中でも出ておりました。 

 

○小松総務課長 

岸本小学校の議題につきましては、今の段階で市長のお考えをお示しするという段

階ではないと思います。教育委員会の方で、これまでの結果を踏まえて提言をされた

ということでございまして、今日はその提言の中身とか委員さんの想いを聞かせてい

ただきまして、市長がこれから判断をしていくということになろうかと思います。 

お構いなければ、議題１の方はこれで閉じたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○小松総務課長 

それでは議題２に移りたいと思います。 

「香南市教育振興基本計画の中間見直しについて」です。これにつきましては、教

育長からお願いします。 

 

○安岡教育長 

昨日もこの教育基本計画の進捗状況等あるいは評価等について、香南市教育振興基

本計画推進協議会というのを開催いたしました。 

この基本計画が１０年間の基本計画でございますので、中間にあたります来年が中

間見直しとなります｡中間見直しですから、大きく根幹が変わるというわけではないと

思いますけれども、社会情勢等も踏まえて付け加えなければならないものがあり、あ

るいはここのところがもう少し重点的に取り組まなければならないんじゃないかとい

うようなことがきっと出てくると思います。これは、来年の基本計画の推進協議会が

この中間見直しを行っていくわけですけれども、この来年の中間見直しに向けて、市

長もこれまで言ってこられた中でお気づきの点なんかがありましたら、それをこの会

議の方につなげていきたいという気持ちです。 

ですから、これまでの教育の中でお考えになられたことで、ぜひこのことを考えて

いただきたいということがございましたら、お話いただけましたらと思います。 

 

○清藤市長 

広報の一番最後のページに市長談話室というのがあるんですが、これを３ヶ月分、

３枚コピーしたものがお手元にあると思います。 

要は、いつも自分が色んなことで言っている「シチズンシップ」ということなんで

す。これは、各人が今の社会や特に地域社会の中でどんな関わりを持ったりとか、ど
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んな影響力を持ったり、行使したりとか、そういうことがどんなことができるかとか、

その地域の中で自分の立場、立ち位置がどうなのかとか、こんなことを考えたり、行

動したりするその力の総称を、これを「シチズンシップ」とか「シチズンリテラシー」

と言います。 

例えば、今、ピーター・ドラッカーという方がおります。有名な方ですが、ＮＰＯ

団体を色々活動している人は虎の巻にしているピーター・ドラッカーの本というのが

多くございます。彼はアメリカ人ですが、アメリカでは自分の仕事プラス余暇の時間

に地域とかで何をするか、地域と言うか、興味のあることなんですけど、それがステ

ータスの 1 つとなっていると。今は大統領選挙があったりします。こんな中で日本人

はあまり馴染みませんが、各自献金をして、自分はこういうことでこういうことで、

こういう考えだからこの人を応援するということも、これは会社勤めの人の余暇の過

ごし方であって、そんなことがあったり、ボランティアがあったりするわけです。何

をするかということも、1 つはその人のステータスということが実はアメリカの国の特

徴的なところなんです。そんなこととか、特に子ども達に「シチズンシップ」と言う

か、そんな興味を持ってもらうことを何とか考えられないかというようなことが以前

からの自分の考えてございます。 

私、２年半前にたばこを止めたんですけど、吸っていたら今１箱４３０円します。

今年４９０円に上がります。このうちのいくらが税金なのか、そのうちのいくらが香

南市へ入るのか。大体２億円くらい毎年香南市に入りますが。これは地方税ですから

自由に使えるお金でございます。これを「じゃあどんなに使っているんだろう」、「だ

ばこ税はこうだから他も含めて香南市の予算はどれくらいあるんだろう」、「どんなこ

とで使っているんだろう」、「市の職員はどんなことをしているんだろう」、「市議会議

員さんはどんなことをしているんだろう」、「市長はどんな仕事をしているんだろうか」、

「もっとこんなお金の使い方がるんではないか」、「そんなことを聞いてみよう、調べ

てみよう」と。あとは「政策提案をしてみよう」。そういうことから、地方自治に興味

を持ってもらえるイコール自分の住む地域に興味を持つというふうになっていきます。 

高知県でも９年前からキャリア教育にすごく力を入れてきまして、色んなキャリア

教育という名前が色々書物に載っていると思いますが、当初は１日、２日の体験入社

とかいうようなことだけでございましたけれども、そうじゃなしに将来こんな仕事を

するために自分は今何をしなければいけないとか、その仕事、職種、その業界の今の

状況はどうなのか、今後はどうなのか、そこへ十分自分が身を置いてやっていけるん

だろうか、やっていけないとしたら何が足りないのか、だから足りないところを今勉

強しなければならないというのがキャリア教育でございます。 

そんなことなんかも、全て自分の社会での立ち位置はどうなのか、どんな影響力が

今後持てるだろうかというような、そんな総称。ですから、今教育委員会の方でやっ

ている規範意識や自尊心、またコミュニケーション能力を高めることも、これも「シ

チズンシップ」の１つでございまして、そういうことと地方自治に非常にもっと関連

するようなことを色々と広めていくというような推進していくと。 

ぜひそんなことを委員の皆さんの中でまた協議していただいて、ぜひそんなことが

香南市は特に反映していけたらいいんではないかというふうに、それはまあ自分の考
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え方なんですが、ぜひ協議の中で加えていただけたらと思います。 

以上でございます。 

 

○安岡教育長 

シチズンシップ教育、これは権利と義務の関係もございますけれども、社会に積極

的に貢献していこうと、そういう態度を子ども達に養っていこうという教育だろうと

思うんですけれども。本年度初めてやりましたこども議会。これなんかも非常に有効

であろうと思いますので。これをどうしていいものか。市長さんとの雑談の中では、

来年からも続けてやっていくべきではないかといった話があったんですけれども。 

教育委員の皆さんは、シチズンシップ教育でもそれに関わったこども議会あるいは

キャリア教育、またボランティア活動等何でもかまいませんので、何かちょっとご意

見をお願いします。せっかく市長さんに言っていただきましたので。 

 

○山本委員 

私は今、城山高校に少しかかわっていますがここにあげております選挙権といった

ことに高校生は直面しております。私は、高校教育ということに以前は携わっており

ました。高校教育は社会につながっておりまして、この年代にある者が、選挙権がで

きるといったことで、やはり今までどおりの学校生活ではなしに、社会に目を向けな

がら生活していく必要性を感じますね。来年度卒業していく子ども達は特に選挙権が

でき、選挙に参加するということで。また、そういった社会を、一方で学びながら、

見ながら勉強していくということも必要です。 

先程こども議会といったようなことの関連で、今までの我々の過ごしてきた社会を

考えた時に、やはりもう少し早い段階からこの実社会に目を向けながら育っていくと

いったような環境を整えて行くことも必要と思います。 

 

○大谷委員 

私もこども議会はすごく有意義だったなと思っています。子ども達が自分の住んで

いる所について色々調べて、みんなで話し合って、それを本当にこう、臆することな

くみんなの前で堂々と発表して、そういう姿を見て非常に頼もしかったです。それが

今回限りでなくて、毎年続けられていったら、本当にすごく香南市の未来が開けるん

じゃないかなというふうに思いました。 

特に選挙権が１８歳からになりましたけど、実際のところ、私には二十歳の子ども

が１人、２３になる子が１人、この３月に１８になる子が１人いるんですね。選挙、

分かっているのかなって、恥ずかしながら。たぶんあの子達きっと行かないと思うん

ですよね。「選挙の投票率が低いから何とか若者を」って急にそんなこと言われて、「子

ども達、選挙権あげるよ」って言われても、実際に子ども達にしたら「えー、選挙の

ことらあ分からんし」っていうような、そういう状況なんですね。 

やっぱりそこへ向かわせるとか、それまでに子ども達をきちんと教育していく。あ

なた達はいつか社会に出て、この社会を担っていくんだよっていうことをしっかりと

教えていくということは、学校だけでなくて、家庭の会話の中でも必要なことだと思
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います。 

今ニュースをすぐ見ることができるし、全世界のことが知ることができるので、ど

こにいても携帯があるのでこんなことがあるって。今はもう１番下の子しかおりませ

んので、１番下の子とそんな話をするんですけれども。やっぱりそういった意味で家

庭と学校が１つになって、子ども達の目を、偏差値ばっかりじゃなくて、会話の中で

社会に目を向けさせる、そういう意識が大人にも必要なんじゃないかなと。そういう

意識を持って子ども達を育てていく。キャリア教育もそうですけれども、実際に体を

動かして、社会に出て、地域の人とつながって、やっぱりそういう中で地元を愛する

気持ちも生まれてくるだろうし、未来に希望を持てるかもしれない。そういう意味で

はすごくこども議会は良かったです。 

 

○安岡教育長 

先程言いましたように、昨日基本計画の推進協議会があり、その中の委員さんから

社会の一員として自分達としてできることは何だろうという形で、学校の清掃活動で

あったり、あるいは吉川の海岸の堤防へ絵を描いたり、ゴミを拾ったりといったよう

な形も出ていました。あるいはエコ活動なんかも、この間山田の森林センターでたく

さんの学校を集めて発表会がありました。様々な形で市民の１人である自覚を持ちな

がら、自分たちが社会に貢献していくことができる。昨日の委員さんの言葉をそのま

ま言いますと、「自分たちは今まで中学３年まで一生懸命育ててきてもろうたき、今度

はもう自分たちが社会に恩返し」という言葉やったと思いますが、社会に貢献したい

というようなお話非常に嬉しかったと委員さんからの意見がございました。やっぱり

その中で香南市の一員としての自覚、それから香南市外に住む場合もあると思います

が、そうした場合も市民の一人としてどう生きていくのか、あるいは自分の知識や技

能をどう社会に貢献していくのかといったような形も大事なキャリア教育の１つだと

思います。そうした形で「シチズンシップ」を教育の中に入れていきたいと思ってお

ります。 

 

○清藤市長 

こども議会はみんな堂々として、緊張せんのかなと思いました。 

 

○清藤教育委員長 

こども議会のことで、私も非常に良かったなと思ったのは、選ばれてきた子ども達

が自分の意見だけじゃなしに、自分の周りの友達とか、同じ学年の方の意見を取り入

れて発表されたのが割と多かったように思うので、そこらへんが非常に良かったと思

います。 

 

○清藤市長 

それとあれ、打ち返しみたいなのはやってますかね。答弁は答弁でしたけど。 
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○野中副市長 

やっています。 

 

○清藤教育委員長 

それと、こども議会じゃないですけど、委員会の今の取り組みですが、この統廃合

のことと教育環境の整備があります。去年の岸本の合併の時にも「岸本だけかや」、「吉

川も他にもあるろうがえ」っていう話も出てきよりますし、香南市全体の学校の教育

環境の整備ということで、学校区の問題とかそんなことも前々からずっと取り組んで

はおりますけど、もうちょっと推進していかんといかんと思います。 

そして、最近特に思うのは一般の教養と言いますか、日常生活の常識というか、そ

んなもんが結構抜けているということで、そこらへんも子どもに教育をせないかんと

いうことです。 

例えばシートベルト。よく幼稚園訪問なんかで見て、保育園の先生に「先生、朝の

送り迎えにシートベルトしてない子どもがいっぱいおるで。ちょっと気をつけちょっ

てや」と声をかけることがあるんですけど、親がそういうことをちゃんとやっていっ

て、子どもに見せていかないかんと。 

この間のバスの転落事故で何人か亡くなって、その時に教育評論家の尾木さんが「う

ちの受講生が何人もおった」と言っておりましたが、実際あの場合、大学生あたりや

ったら高速道路を走っちゅうわけやき、シートベルトをしちょかないかんわけですよ。

命を大事にしよう、そこのへんが子ども達に伝わってなかったなという気がしていま

す。普段から、子どもの時から自分の身を守るということを教えていかんといかんと

思います。 

それともう一つ、地震のこと。今も津波ばっかり言いゆういうて、地震の時もやっ

ぱり我々も気をつけていかないかん。例えば昼間地震があったらすぐ一時避難所へ避

難するというような行動を普段からしておかんといかんと思うがです。「あ、揺れたな。

かなり揺れたな」で終わりよったらいかんわけです。その時は、訓練やなしに本番で

ございますので。後の津波のことを考えたらやっぱり警報が出る前に一度は一時避難

所の、学校やったらグラウンドに出るとかいうような行動を普段から取り組んでいか

ないかんじゃないろうかというような気がしております。一時避難所に避難してから、

警報が出たら出たで次の行動がとれるし、別に出なかったら、それはそのまま戻った

らえい。なかなか授業中であったら、抵抗がありますけんど、やっぱりそれは普段か

らのそういうクセをつけておらんと。 

 

○清藤市長 

自分はいつも言いゆうですけど、練習でできんことは本番でできませんのでね。年

に複数回かなんか避難訓練をやりゆうですよね。 

 

○清藤教育委員長 

訓練はやりよります。火災の訓練とか地震とか、津波に対してもたぶん幼稚園もし

て。学校も。 
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○安岡教育長 

保育園・幼稚園は月１回ですか。 

 

○長野こども課長 

 色んなパターンでしています。 

 

○安岡教育長 

小規模校は、年に２回とかそんなもんじゃなくてなんべんもやっております。香我

美小学校と保育園、幼稚園合同の何らかの災害の後の保護者への引き渡し訓練をしま

したが、これも各地でやっていますし、登下校時における災害発生の時の避難とか。

慌ててやったら交通事故になりますので、タイミングが難しいけれども。 

正直に言って、まだまだ温度差はあります。海岸ぶちの所は非常に熱心にやってお

りますけれども、若干意識の差はありますのでどこともこれから高めていかないかん

なというように思います。たくさんありますよね、不審者が来たらどうするかとか様々

なことがありますので。現在は、ほとんどが火事とか地震とかの避難訓練が多いです

けど。 

 

○清藤市長 

避難タワーもかなりできましたので、それらも利用してやっておると思うんですけ

ど。 

 

○安岡教育長 

吉川は、先日やってましたね。 

 

○清藤市長 

それと、シートベルトとかは何かこう、警察ともちょっと話してパンフレットと言

いますか、そんなのを半年に１回は学校等でも配布したらえいですよね。口やかまし

く言わんといかん。助手席でせんかったら、それで運転者が違反になりますので、そ

う思って、自分らあも言ってますけど。身の安全を守るというのもあるし、そういう

こともあるし、やっぱり習性をつけるようにせんといかんと思います。何かちょっと

パンフレット的な物も作ったらいいですね。ちょっとまた香南警察署とも話してみま

す。 

 

○清藤教育委員長 

自転車のマナーが悪いこと。それに結構無灯火や、電気がつかんとかいうような子

もいます。 

 

○安岡教育長 

今、教育委員長が出されたのはこの教育振興基本計画の中にあります「安全な教育

環境の推進」、ここに関わってのご意見だと思います。 
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この基本計画には５つのことが載っておりますけれども、「子どもに夢、青年に希望

高齢者に生きがい」、これが基本理念。その中に基本目標として、保育・幼稚園から小

中学校、そして生涯学習という幅広い内容が全部これに入っておるわけですが、これ

を来年度中間見直しをやっていかないかんと思っております。 

今日のこの次の議題にもありますが、昨日、中間見直しをしていくにあたって、う

ちのアドバイザーをやっていただいております中村教授の方から出されました件とし

て、評価というのをきちんと皆が共通理解して、この点は確かに成果があったと。評

価のやりっ放しじゃなしに、評価をきちんとみんなで共有しあっていくというのが大

切じゃないかなというようなご意見もいただいておりますので、ぜひ来年いかしてい

きたいなと思っております。 

 

○小松総務課長 

他にこの件に関してご意見はございますでしょうか。 

（意見なし） 

○小松総務課長 

ないようでしたら、今、この教育振興基本計画をうちの教育大綱ということで位置

付けをしていますので、その見直しに当たりましては、この会議で意見交換をしてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、次の議題に移りたいと思います。その他の件でございますが、先程教育

長が言われておりました評価ですか。２７年度の教育委員会の自己点検外部評価の議

題でよろしいですか。 

それにつきまして、次長の方から説明をお願いします。 

 

○田内教育次長 

平成２７年度の教育委員会自己点検・外部評価報告書を今作成中ですけれど、中間

報告という形で進めさせていただきます。 

この報告書は、１ページに書いておりますが、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律により、全ての教育委員会が毎年その権限に属する事務の管理及び点検状況に

ついて、点検評価を実施するものでございます。 

基礎点検の項目につきましては３ページ、４ページにございます大項目、中項目ご

との自己点検評価と評価委員による評価をいただくようになっておりまして、今現在

評価委員であります高知工科大学の中村教授に依頼しております。まだ点数はいただ

いておりませんけれども、全体的な意見についていただいておりますので、それにつ

いて説明させていただきます。 

５ページ、６ページに総括という形でたくさんの意見をいただいておりますけれど

も、ポイントを絞って報告させていただきます。 

４点の指摘をいただいておりまして、まず第１点目は１）の真ん中の後段からにな

りますけど、「数値の検討はまだまだ改善の余地があるし、統計的に各学校レベルでの

データで、科学的に把握できるレベルにはもう少し努力が必要である。その３行くら

い下、特に子どもの実態が質的に改善されているデータを命じできるような努力が求
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められている」という指摘と、２点目は、「学校教育に比較して生涯学習の分野におい

ては具体的な政策目的、目標の設定が遅れ気味であるということと、推進体制の整っ

てからの具体的な実施や進展が待たれるというところである。特に数値目標や地域格

差の解消すべき課題が昨年同様に残っている」。３点目としまして、これについては学

校等の教職員の年齢構成や経験のバランスですけど、「年齢及び経験等のバランスにア

ンバランスが見られるということで、香南市だけの問題ではないが、教育委員会は現

場の課題状況に応じて全体配置を科学的に分析する必要がある」という指摘をいただ

いております。 

４点目としまして、評価の仕方ですけど、「いずれの教育委員会も自らの活動実態に

応じて評価項目を設定し、その項目に応じて評価をしている。このことを政策面に応

じた評価に変更することが必要であると。政策ごとに評価を行い、必要に応じて教育

委員会の活動内容を変化させていくべきである。この点を改善すべき余地があろう。

加えて経年比較の比較も入れるべきであろう。単年度では評価が難しい課題もあり、

１年単位では功を奏していなくても、５年ごとの中期目標や、１０年ごとの長期目標

値としては達成しつつあるかもしれない。このような評価は教育振興基本計画が定ま

ってしっかり実施体制を取っている香南市にこそ適用すべきである」という将来的な

指摘をいただいております。 

各個別項目では、１１ページに教育委員会の活動に対する意見ということで、最後

から４行目くらいからですけど、「今後は委員会の活動を政策実施項目に添って評価す

ることが望ましい。またこれらの項目はデータに添って評価が行われることと、政策

実施目標によっては経年評価を入れることもあわせて考慮されたい」という指摘を受

けております。 

１５ページ、ここは教育委員会が管理、執行する事務に対する意見をいただいてお

ります。ここも中段くらいからですけど、「政策項目でも詳細な数値による評価をもう

少し綿密に推進する余地が残されている。委員会活動に添って行われている事項分類

を政策実施と経年及び単年度目標値に沿って組み替えることを今後検討すべきであろ

う」。同じような指摘でございます。 

２６ページの管理執行を教育長に委任する事務に対する意見のうち、生きる力をは

ぐくむ就学前・学校教育の推進についてですけれども、ここは何点かに分かれていま

すので、説明させていただきます。 

「実質的データがあまり取られていないのでこの点は克服すべき課題がある。質的

データの収集に独自の予算をつけて独自の政策課題をより具体的に実行に移すことを

期待したい」ということと、「量及び質の面でデータの作成過程に実質的に移ることと」

と、「評価を政策実施項目ごとに行い、経年比較を取り入れられるよう改善すべき課題」

と、この２点を指摘いただいています。これにつきましても、同じような形で政策的

な評価とあと質及び量のデータの蓄積というのをしたいと思っています。 

最後の３１ページ、これは生き生きと学ぶ生涯学習の推進ということですけども、

これにつきましては「香南市の生涯学習関係の政策立案には数値の評価が圧倒的に欠

けている。これでは客観的な評価が行いにくいし、また経年比較をする場合に現状は

がどの点までの達成度か理解しにくい」という指摘と、「最重要課題は生涯学習を推進
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する母体となるべき人々の組織化ができていない」という指摘を受けております。こ

の指摘事項につきましては、先程議題にあがっておりました香南市教育振興基本計画

の中にも反映させてまいりたいと考えておりますし、またこの報告書自体も現在作成

中でございますが、できましたら教育委員会の方に諮りまして、その後議会へも報告

し、またホームページ等での公表をいたします。 

以上です。 

 

○小松総務課長 

ありがとうございました。これについては、報告ということでよろしいですか。市

長の意見を求めるものではないですか。 

 

○安岡教育長 

まだ中間的なものですので、報告です。 

 

○清藤市長 

平成２０年度からかせないかんということになって、まず高知県教育委員会から始

めました。その時から、工科大学の那須さんがやっておりましたけれども。その時に

成果と言いますか、アウトカムとかいうか、それが最初全然なかったんです。色んな

授業をやって、それでどんな予算を使って、生徒がどれくらい参加したとか、それで

全て終わっちょったんで。じゃあこうなったから、次の年度の予算の査定というか、

財政に訴えるようなものがなかった。これをやったからこうなって、こういう成果が

出たから良かったと。だから来年もっとしたいとか、増やしたいとかいうようなトー

クができるものがなかったということです。 

それから、教育委員会やけど、主はＰＤＴＣＡとか色々やりよったら行政の内部の

施策も本当はやっていったらえいけど、それをしていきよったらそれが仕事になって、

それで１年終わってしまうという感じになるので、やってないですが。 

だから、各課が財政と話す時のような、こういうことをやって効果があったから来

年ぜひしたいと。これはあまり効果がなかったから、あんまりやってもどうとかいう

ことです。そんな取り組みをやったらもっとやりやすくなるというか、この考え方で。 

これ、成果で載っちゅうでしょう。最初県がやるのも、これ成果じゃなかったんで

すよ。産業振興計画も地域アクションプランもなかったんです。けど、やったがため

に、どんな成果があるのかそれが客観的なものなのか抽象的でも良いですけど、数字

が載る場合もあれば、そうじゃない場合もるだろうし、それを利用した人の意見とか

いうような場合の評価もあるろうし、それが数値になる場合もあるでしょうけど。そ

れがより分かりやすいようになったらもっと良いということですよね。 

 

○田内教育次長 

実は、去年の報告まではこの成果がございませんでした。今年初めて入れさせても

らいました。この報告書のあり方につきましては、中村教授の方の指導も受けまして、

２～３年位かけまして、数値等も示しながら評価できる様、報告書自体も変えていっ
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ております。 

 

○清藤市長 

中村さんは那須さんに指導を受けゆう。そうなんですよ。 

 

○小松総務課長 

この件に関しましてはよろしいですかね。 

（異議なし） 

○小松総務課長 

そしたらこの件につきましては、これで終わりたいと思います。その他の件で他に

何かございますか。 

（なし） 

○小松総務課長 

そうしましたら、事務局から１点。 

次の会の日程でございますが、去年度は５月に開会して、その次は１０月で、３回

と。大体、３回程度を予定してございます。１回目の会議は去年どおり５月を目処で

よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○小松総務課長 

そうしましたら、来年度は５月を目処に準備をしたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

他にないようでしたらこれで会議を閉じたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○小松総務課長 

ありがとうございました。 

 

○清藤市長 

どうもお疲れ様でした。 


